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昨年度は失敗したトチのアク抜きが今回は上手くいきました。非常に難しい

と思っていたトチのアク抜きですが、タイミングとコツを経験者から教えて

もらったところ、1週間程度で食べられようになりました。

イベントに参加して頂いたみなさんに試食して頂いたところ、とっても好評

でした。（池）

編
集
後
記

　平成23年3月11日に発生した三陸沖を震源としたマグニチュ－ド9.0、最大震度７の東日本大震災。尊い多く

の人命とともに、そこで暮らす人々の日常をも奪いました。そんな震災からすでに6年あまり。この間に復興

事業が進められ、高速道路の開通、高台移転地の造成などが進められてきました。

　復興事業が開始された当初、新たな開発計画地には、場所によっては先人の生活の痕跡である「遺跡」があ

りました。こうした遺跡の発掘調査には、多くの論議がありましたが、その地域で生きてきた先人たちの歩み

と、その地域だからこそ積み重ねられたものを明らかにし、それを次世代につないでいくために今も調査が行

われています。

　宮城県、岩手県、福島県の3県での発掘調査には地元の文化財専門職員に、全国から派遣された職員が加わ

りました。平成24年度から派遣が始まり、28年度までに延べ300名を超える職員が全国から派遣されました。

こうした職員の中には、山梨県の職員も含まれています。山梨県からは5年間に宮城県へ3名（うち1名は笛吹

市職員）、岩手県へ1名、福島県へ2名の合計6名が派遣されました。

　本年度で山梨県からの職員派遣は一旦終了します。この5年間に私たちは多くのものを得ることができまし

た。震災直後の慣れない土地で、他県の職員とともに、山梨県では珍しい、または大規模な遺跡を調査したこ

と。その経験は、復興の一助となっただけではなく、山梨県にももたらされたものがあるのではないでしょう

か。そしていったい、それは何なのか。

　今回は、「復興支援」を特集します。
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過去への好奇心は未来への展望

明日を探すあなたに「埋文やまなし」 復
興
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東日本大震災復興支援事業
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何をしているところ？埋文センター
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　埋蔵文化財センターでは、発掘調査以外でも、今年度おこなった調査のまとめ、史跡・考古資

料などの普及事業の新年度計画を行っています。今回は、甲府城の活用に欠かすことのできない

石垣維持管理の活動のようすと今年度10月に山梨市で発掘調査が終了した遺跡のその後を取りあ

げます。

埋文センター
レッツ

埋文センター

手書きで注記するようす。専用の機械で注記するようす。

専用機械で土器に文字を注記したところ。

甲
府
城
の
石
垣
維
持
管
理

上
コ
ブ
ケ
遺
跡
整
理
作
業

と
っ
て
も
大
事
！
注
記
作
業

こ
ま
め
な
点
検
が
重
要
で
す
。

【説明してくれた人】久保田文化財主事・甲府学問所徽典館普請方教授
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